
鎌
倉
時
代
の
苫
後
′
名
交
ら
謹
親
書

は
じ
め
に

旧
▼
仏
毅
の
拝
啓
葱
誉
孟
巌
藩

新
仏
教
の
角
級
超
乗
り
謹
班
竜

．

一

．

＼

「
　
は
じ
め
・
に

凄
老
璧
藍
に
、
薗
攻
潜
皐
で
誓
、
ご
急
ぎ
奉
松
形
怨
に

れ
た
る
狂
歌
活
動
愛
機
親
し
、
侶
連
歌
者
C
壕
鼻
・
藷
人
肌

謹
皇
食
む
U
の
▼
棒
球
が
二
割
者
（
俗
璃
∵
仏
壇
・
部
礫
）
と

中
回
書
の
払
凛
に
お
い
て
盛
ん
で
∴
濱
嶺
に
お
い
て
は
あ
募

り
行
の
戯
昼
か
っ
た
ら
L
O
二
ど
、
∽
き
れ
夏
作
放
し
た
人

か
ら
晃
各
と
、
準
歩
前
官
極
客
が
瀬
台
の
謹
親
書
軍
渾
く
作

っ
て
〓
る
こ
と
夏
見
た
。
ゼ
し
て
、
．
考
の
串
ク
曾
背
鼻
の
も

￥
に
、
口
頭
寄
牢
露
呈
し
た
清
硯
や
乗
り
体
の
頭
身
廊
惑
連

載
書
、
呼
と
誉
孝
経
寺
本
可
三
歳
濾
埠
注
も
鮮
卑
く
準
正
し

∴

　

　

二

　

　

二

　

．

．

軍

薫

を

弓

ま
た
、
こ
れ
に
訪
至
芸
い
て
官
誉
磁
倉
晴
代
に
う
つ
し

尊
厳
衆
の
明
恵
C
一
二
三
－
二
三
二
）
の
璃
泰
と
ゼ
の
潮
音

『
画
涜
妨
胡
鼻
記
』
『
光
廣
音
響
番
画
展
詑
』
『
覇
準
門
蚤

聴
泉
記
』
是
書
初
養
親
承
東
電
』
蒜
蔑
称
牌
讃
』
に
つ

い
て
詞
塵
▼
・
壇
察
し
、
ゼ
敵
、
ら
が
、
郊
都
に
お
目
て
ぼ
稲
鼻

が
あ
っ
て
る
、
後
の
妙
絢
に
極
め
て
軒
石
も
空
で
あ
る
こ
と

夏
確
緒
は
璧

本
領
は
、
右
の
磨
寮
ま
う
け
て
．
、
頭
患
城
外
の
、
錬
食
祈

吋
に
放
け
る
藷
空
▼
蒜
を
壌
愛
し
よ
う
ご
守
る
c
た
だ
、
髭

に
、
亀
に
、
ご
ま
ざ
ま
の
璃
放
C
貴
衷
・
老
人
損
壊
、
耳
連
・

音
大
杵
掛
る
注
・
讃
女
達
・
碩
名
注
U
に
わ
た
る
謹
厳
挙
動

の
中
で
、
口
頭
鶉
豆
虔
呈
す
る
項
を
ぺ
り
接
承
書
の
賦
立
ま

で
を
嘗
た
の
ぞ
、
こ
こ
で
は
、
対
象
を
碩
老
変
り
体
の
連
承

濱
に
≡
敬
す
る
こ
と
に
す
る
！
ま
た
、
卿
親
へ
の
つ
げ
が
う

五
一



と
い
う
こ
と
か
ら
、
回
書
の
顛
載
・
物
譜
の
連
載
巷
は
こ
れ

夏
対
豪
外
と
す
る
。

さ
て
、
そ
の
よ
グ
に
対
象
愛
眼
だ
し
七
草
∴
革
命
蹄
好
に

棒
球
さ
れ
た
頗
る
変
り
体
の
遠
親
書
で
今
日
に
．
頗
存
す
る
前

の
は
、
礪
当
の
壕
に
の
ぼ
る
に
ち
が
い
甘
い
。
そ
戯
ら
の
賓

聖
霊
還
し
、
要
碕
す
る
ご
と
は
・
親
愛
し
て
い
る
車
－
マ

に
∴
こ
つ
て
受
卑
官
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ

と
は
凝
日
朝
向
に
は
な
し
藤
塚
〓
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
今
溶
、

と
り
あ
え
ず
、
接
疎
の
夢
ら
鵜
プ
占
る
石
の
、
L
が
・
彰
尊
者

の
見
ず
い
た
旋
回
の
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
圭
概
観
し
、
綾

の
率
魔
に
ゼ
な
え
た
い
ビ
恩
人
ソ
。
し
か
し
、
管
見
の
煎
感
で

磯
風
す
る
こ
と
に
よ
っ
ケ
土
U
、
い
く
ら
か
の
細
見
拝
啓
ら
戯

る
汚
の
ど
添
わ
れ
る
。

腐
食
時
代
の
踏
歌
癌
彿
這
、
こ
れ
吾
咋
畔
し
た
人
た
ち
の

属
し
て
〓
た
痔
姥
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
項
の
き
つ
に
会
け
て

概
観
守
る
の
が
よ
い
よ
り
に
恩
の
ポ
志
方
・
会
派
称
名

青
ば
、
古
く
念
仏
窺
夏
奉
じ
、
弘
長
二
年
C
一
二
六
三
）
歯

大
寺
叡
濠
の
化
を
慶
け
長
音
認
虞
に
疎
め
、
受
永
五
年
（
｛

二
六
八
〕
耕
代
長
尭
審
漆
の
凍
姪
に
よ
っ
て
雇
省
察
盈
奉
じ

る
よ
う
に
笠
た
ど
さ
晦
讃
聖
悪
の
番
号
て
者
凛
し

た
の
で
、
別
に
二
這
豊
子
立
て
る
こ
y
二
と
し
た
。

旧
仏
教
・
・
…
H
尊
厳
宗
、
肖
車
台
窯
、
国
選
富
来
、

五
　
二

回
金
ス
飾
登
奇

薪
勅
承
…
；
空
耳
土
質
、
弼
淳
土
壌
究
！
画
日
雇
貢
、

㍉
∵
い
「
㍉
、

こ
、
旧
仏
教
の
片
竣
些
束
ウ
謹
頑
嘗

同
車
夢
虫

錦
食
輝
紺
野
文
の
尊
厳
衆
の
玖
名
衣
う
ま
覇
者
と
し
て
甲

南
山
名
の
明
恵
の
石
の
即
事
ら
れ
て
い
呑
。
ま
た
、
明
恩
の

詑
憂
受
け
た
、
そ
の
弟
子
音
速
・
晶
店
の
藷
を
寡
の
た
も
の

に
『
超
結
論
本
疏
聴
泉
誼
も
『
超
嬉
論
別
記
靡
史
記
』
　
（
ど

も
に
『
大
日
本
朽
教
会
濱
』
蹄
涙
U
が
あ
る
二
二
芸
た
、
絹
恩

の
弟
子
乃
至
は
そ
れ
に
つ
け
が
る
人
旅
の
津
承
か
ど
見
ら
れ

る
票
詳
仏
濱
芸
者
も
票
ル
明
恵
の
芸
に
は
、
芸

講
義
を
固
書
し
た
石
の
が
あ
っ
て
、
口
頭
語
空
失
え
る
魚
苗

達
冒
さ
れ
る
。

咽
洛
南
捺
以
外
の
凍
寒
試
蘭
億
の
扱
名
乗
り
体
注
釈
者
と

し
て
膵
、
次
の
書
が
管
見
に
入
っ
た
。

『
尊
厳
丘
朝
食
承
妙
凪
C
『
大
日
本
仏
教
会
書
も
街
娼
〕

巷
膏
に
「
建
武
元
ヰ
卯
月
十
七
日
額
泉
州
久
米
固
着
舛
之
L

と
あ
る
。
盛
誉
C
三
七
三
l
三
、
ど
こ
の
誓
骨
壷
覇
1
）
て
、

（
ヰ
∵
b
〕

撃
置
〔
二
言
七
－
二
二
五
二
U
が
沙
し
た
も
の
で
あ
る
。

？
・
・
・
∵
∴



大
台
常
甲
山
流
の
澄
望
．
？
「
‡
▼
七
主
二
品
3
番
の
『

つ
戎
7
）

観
的
養
聾
稟
』
ニ
登
が
巷
見
に
入
っ
た
。

管

掌

罠

前
塙
で
濁
っ
た
中
山
達
者
繹
ネ
旛
『
ニ
薮
満
滞
貨
』
は
、

日
蓮
手
訳
本
と
年
え
ら
れ
て
お
り
、
腐
食
締
付
後
部
か
ら
同

（
謹
0
8
㌣

者
実
在
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
議
薮
∠
坤
音
廊
恕
ら
く

濱
言
窯
の
鰭
に
譲
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
く
だ
っ
て
、
魂
倉
賭

け
好
立
の
機
名
失
う
体
の
遼
演
者
と
し
て
鍔
、
次
下
の
む
の

が
．
樽
見
に
入
っ
た
。

『
三
顧
娼
婦
〔
注
〕
』
三
菱
　
女
壕
二
卑
（
蒜
仰
五
〕
写

三
脚
二
度
単
身
蟄
大
塚
瑠
偉
腐
厳
、
文
健
三
阜
ハ
妄
九

票
写
　
畠
野
山
正
留
墜
麒

蓬
播
ユ
バ
ネ
（
一
二
　
ェ
）
　
か
ら
承
久
二
卑
（
一
子
（
0
〕
に

巾
た
っ
て
、
寮
岩
注
に
戎
人
の
城
を
押
え
て
棒
球
ご
椚
た
石

の
。
澤
者
東
洋
。
虜
京
大
崖
本
が
東
弟
甘
薯
聾
さ
れ
、
そ
こ

に
花
直
っ
た
本
そ
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
風
亨
虫
の
も

の
＞
二
見
7
二
賃
の
で
は
甘
再
整

『
惟
要
望
豊
吉
二
〇
番
二
号
霊
屋
（
三
言
ユ
ハ
〕
雪

二
相
、
撃
握
鼻
墾
大
童
図
書
館
埠

墳
庫
二
年
二
一
二
二
二
）
に
畠
野
山
八
裸
の
一
人
且
卑
腰
、

抒
搾
る
苦
丈
あ
塑

『
新
稟
舟
謹
』
ニ
貴
　
賓
湯
元
卑
（
一
二
五
七
〕
曙
サ
ー

略
．
且
箪
笥
埠

二
の
音
甲
田
氏
東
泉
『
新
楽
府
』
の
薗
斎
癖
書
で
、
正
孝
亀

茸
に
鎌
倉
．
稜
々
官
谷
で
塚
が
放
た
も
の
で
あ
る
。
番
田
次
男

鱒
士
璧
極
々
官
谷
を
厳
響
空
二
を
吃
系
の
擾
身
障
ど
推
定

ユ
豆
目
し

さ
粛
て
い
る
。

以
上
聖
二
息
の
う
ち
票
都
稟
原
注
も
出
頭
義
の
蘭
書
と
見

ら
爪
て
P
る
†
木
田
碑
士
は
、
可
新
楽
府
謹
紅
が
、
歌
麿
定

義
す
る
、
頚
廣
体
の
「
碩
L
を
多
く
開
い
て
〓
一
望
」
ど
、
芽
柳

ら
夷
容
れ
た
ま
頚
を
積
に
．
申
正
し
た
跡
を
こ
つ
こ
と
け
∴
ど
脅

詣
・
婚
し
ラ
∴
∵
空
　
し
が
し
、
梯
士
は
、
こ
れ
至
草
紙
に
譲
鼻

の
簡
濱
と
は
見
て
お
ら
・
れ
癌
〓
き
つ
で
あ
っ
て
、
『
新
発
香

淀
』
聖
′
患
行
サ
る
璃
文
達
、
成
甲
ヰ
承
『
新
孝
第
時
貴
』

の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
姫
定
し
、
「
五
嘉
本
は
絶
食
の
各

層
鼻
の
大
患
夏
草
へ
る
圃
所
を
参
考
に
し
て
、
こ
れ
空
乳
に

劇
紆
し
て
、
平
易
秘
率
東
鶉
に
諌
動
た
も
の
で
痛
言
竺
日
か
」

と
す
る
ひ
蘭
書
を
塞
登
に
壕
に
碍
曾
牽
衛
さ
調
∵
た
′
〕
の
ソ
ー
見

て
お
ら
れ
る
の
そ
あ
ろ
う
か
。
『
新
来
原
注
』
は
、
汚
遠
景

の
登
今
林
萱
含
み
、
宅
全
な
埠
や
乗
り
体
で
は
ば
い
け
離
せ

七
、
∴
そ
こ
に
口
頭
詔
の
藤
里
を
〓
－
く
ら
が
認
め
る
こ
と
が
出

来
ろ
二
ど
て
淀
召
さ
れ
る
。

輌
金
諸
礁
名
着

金
ス
薪
名
香
南
債
の
月
額
名
東
り
連
載
零
下
管
見
に
入
っ

五
三



（
凍
は
）

た
√
し
の
柑
今
の
ビ
こ
ろ
採
下
空
単
三
三
笠
宮

『
白
木
禦
蒜
一
』
二
番
大
食
精
神
文
化
研
究
所
範
灘

．
芸
〔
票
、
索
空
戯
野
頗
航
離
）
〕

轡
警
官
希
三
慧
警
竺
∵
＝
三
二
十
二
＝
三
八
）
の
甲
本
書

紀
養
親
で
あ
る
が
、
広
い
意
噴
．
そ
謹
軍
書
に
押
え
て
チ
日
の

で
は
専
〓
か
ど
考
え
ら
離
る
。

『
正
凄
帽
承
管
甲
聖
∴
率
禽
本
朝
雀
∴
痺
覇
玉
食
∵
金
京

享
凌
親

雷
希
望
代
書
〔
三
と
丁
三
買
）
の
研
空

盛
か
・
と
い
う
。

『
者
経
正
彦
分
蘭
書
』
い
．
鍋
倉
末
南
北
都
祁
耐
琴
埼

会
議
大
慶
薗

阿
部
警
棒
廿
は
∵
、
こ
の
者
が
、
療
食
雷
雲
間
北
軍
初
に
承

空
音
蝕
彗
行
わ
れ
た
産
経
魂
森
の
蘭
書
芸
る
ご
芸

鹿
足
さ
酢
た
諭
し
か
し
、
き
た
、
比
東
的
整
備
さ
れ
て
し

ー
る

こ
と
、
．
・
四
声
清
濁
の
圏
占
盲
詳
細
に
付
し
て
い
る
ご
と
が
＼
b
・

堪お

師
加
盟
の
孝

ら
．
直
る
⑫

録
音
た
は
孝
の
孝
が
入
っ
た
こ
の
と
こ
見
て

三
、
新
帝
教
の
斤
像
脅
矢
上
芸
者

卸
逐
土
先

頭
土
、
罵
圏
域
の
韓
蔵
や
昇
り
の
接
寒
音
に
つ
い
て
は
、
〓

五
四

書
だ
調
速
を
遅
め
得
て
い
け
口
が
、
頭
の
書
は
そ
れ
か
V
L
思

の
爪
る
。
芸
嘗
蒜
論
同
省
』
上
巻
の
み
　
義
　
金
笠
顧
配

選
者
八
年
（
一
二
五
六
）
教
習
者
伝
。
問
答
体
で
書
刺
の
て

‖
る
。
た
だ
し
、
弟
邑
瑠
璃
丈
練
で
あ
っ
て
、
竣
易
麦
与
体

の
と
こ
ろ
ぼ
極
め
て
中
日
。

田
澤
土
鼻
、
芹

胡
餐
C
二
七
三
1
一
三
ハ
ニ
）
に
、
『
痛
心
針
草
魚
』

二
三
〇
年
　
『
車
老
骨
條
鶴
末
』
　
〓
妄
ゑ
卑
〕
『

嘉
げ
多
食
失
意
』
　
二
一
五
　
年
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
労

連
壊
述
拝
さ
れ
た
も
の
で
、
頚
教
の
蘭
書
で
l
は
頑
撃

何
日
車
乗

白
頭
「
二
一
二
二
十
へ
二
八
二
U
に
、
『
遁
凄
絶
』
水
夫

へ
の
′
官
尊
軍
入
着
達
『
連
接
凄
絶
』
が
空
々
。
ま
た
、
申
蓬

が
弘
冬
元
年
｛
一
二
七
八
）
か
ら
三
毎
に
的
た
っ
て
、
『
遺

養
経
』
を
講
じ
た
と
こ
ろ
空
車
与
が
孝
餞
し
た
ゾ
U
の
に
、
日

、
ハ
窯
周
∴

興
の
可
轡
粛
口
伝
』
と
、
日
向
の
可
衛
漫
蘭
書
』
が
あ
る
。

囲
蝉
京
銀
倉
晴
夜
碑
文
の
碑
名
変
り
体
の
ヱ
新
書
V
L
し
て
は
甥
の

書
が
加
ら
酢
て
い
る
。

『
正
浩
帽
観
相
』
『
寵
網
経
絡
妙
』
　
三
一
冊
　
泉
魔
者

埠



縞
航
錮
雛
障
最
縞
甥
識
鍋
締
結

接
∵
「
韓
に
ぺ
∴
遍
亮
こ
の
語
∴
つ
た
と
ご
ろ
牢
農
事
詮
魚
が
謁
し

た
尚
書
に
∴
：
雫
に
．
菅
の
弟
子
の
経
豪
が
包
説
を
舶
え
た
も
の

と
い
い
、
ま
た
∵
一
哉
に
〕
弘
長
三
寒
（
二
二
ハ
童
〕
頃
詮

各
村
讃
じ
た
ど
二
」
ろ
▼
き
浅
茅
寂
光
や
弟
子
響
豪
が
画
壇
し
た

も
の
に
、
鹿
ノ
要
一
畢
C
「
三
〇
三
）
か
ら
延
凄
元
年
（
三
へ

〇
八
｝
豆
の
た
．
っ
て
∵
経
豪
が
車
藷
を
準
え
た
石
の
ど
石
い

う
。
ま
隼
、
・
『
寵
讐
蒜
け
』
渉
埠
壌
二
年
に
嬰
倭
が
増
悪

の
魂
を
凄
め
た
石
の
と
り
ハ
ノ
。

．
甘
、
お
の
り
に

堵
上
、
窄
賢
に
升
っ
た
箆
儀
介
乏
し
　
賓
雷
亜
ぎ
な
〓

け
直
ビ
章
二
．
」
机
を
観
徹
し
て
堅
つ
く
こ
と
捗
、
合
宿
承
に

お
P
て
、
覇
苧
蜃
畢
甘
撼
還
字
古
め
l
去
音
魂
が
法
域
の
対
豪
と

さ
着
て
い
る
・
ど
∵
い
う
傾
向
が
誰
の
ら
れ
る
と
い
う
〓
と
そ
あ

（
藷
封
）
る
、
。
こ
れ
写
当
て
見
れ
ば
、
苗
に
あ
げ
た
と
こ
ろ
は
、
確

か
に
乏
t
い
も
の
で
あ
る
ユ
リ
離
∴
ど
㍍
、
あ
る
窺
滴
に
つ
い
て

は
主
賓
軍
も
聖
堂
が
懸
り
あ
が
▼
て
い
る
士
′
ど
に
は
る
の
か
む

如
直
な
〓
∑
恩
の
机
る
、
。
こ
れ
ら
、
腐
食
晴
代
群
立
の
、
首

級
名
東
り
埠
の
義
秦
覇
者
倉
見
．
て
き
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、

や
れ
市
郎
挿
頭
勿
漁
を
蓬
冒
し
．
た
い
。

「
つ
喀
、
、
椋
落
守
る
鞍
碩
革
乗
り
棒
の
車
廉
覇
者
が
、
．
虚

の
今
に
は
考
古
の
で
あ
っ
て
、
痩
亨
象
の
も
の
が
解
ら
れ
て

‖
昼
〓
－
￥
言
∵
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
豪
華
伝
希
の
埠
雀

と
P
ケ
こ
ヒ
彰
あ
な
森
高
け
爪
．
ビ
ギ
、
ヤ
は
う
、
偉
七
夜
に

∵
㍉
㍉
㍉
∴
㍉
“
∵
㍉
∵

て
．
は
い
相
中
．
っ
た
と
い
う
可
能
憶
の
甘
酢
大
き
い
の
ぞ
総
専

い
が
と
恩
の
直
る
。
咤
碑
漸
以
前
の
賜
金
か
ら
見
て
も
、
ゼ

の
よ
う
に
準
乾
し
て
よ
い
が
と
乳
の
直
る
。

ニ
「
ぼ
、
汚
損
竺
太
り
棒
の
讃
鼻
覇
者
が
、
咽
勅
裁
、
新

仏
教
委
向
直
す
、
各
党
派
で
咋
絆
さ
れ
て
い
る
ら
し
〓
こ
と

で
あ
る
二
し
由
、
り
の
口
頭
語
を
交
え
た
薗
鼻
癖
濱
が
、
迫
の

よ
う
昼
璃
芋
室
町
降
水
の
禅
増
に
よ
る
妙
柵
に
つ
ば
が
っ
て

い
る
の
が
ノ
萱
革
碑
的
に
）
」
＼
？
プ
几
る
ご
と
描
、
環
金
柑
が
ら
、

今
の
ピ
〓
ろ
出
鶉
豆
∴
㌦
　
し
か
し
冴
が
ら
、
去
く
仏
象
に
二

の
卜
？
つ
母
諸
動
と
そ
の
耳
環
と
が
あ
っ
た
ど
‥
∵
ウ
ニ
ど
は
、

少
鋤
の
群
立
雷
考
え
る
上
で
覚
譜
し
こ
は
登
り
楳
い
こ
ソ
二
と

啓
わ
爪
る
。
夜
来
、
口
語
椿
の
妙
絢
を
禅
を
告
∴
∵
グ
衆
旅
シ

琴
．
「
鰭
打
つ
け
て
、
例
え
ば
、
中
暫
禅
僧
の
俗
語
棒
の
諸
鎖

（
声
担
）

の
蘭
留
亘
考
え
る
こ
と
ば
ど
が
行
の
射
て
き
た
が
、
そ
の
よ

う
甘
足
す
と
と
年
に
、
「
才
で
、
払
豪
今
林
の
動
き
を
石
見

松
く
こ
は
松
ら
甘
い
ど
考
え
る
。
ゼ
の
或
ク
に
考
え
る
ソ
二

五
五



揖
東
研
変
が
手
薄
で
あ
る
と
．
こ
ろ
の
、
室
町
塀
付
に
お
け
る

禅
須
以
外
の
窯
頭
の
議
希
噺
者
の
調
査
密
鬼
が
今
後
の
褒
卑

怯
謹
葛
に
甘
る
ピ
恩
の
折
る
。

（
連
ユ
〕
簗
濱
裕
・
小
林
孝
硯
鯖
『
雷
　
撃
糸
満
塀
注

嬰
索
引
現
訂
向
変
も
（
並
列
〕
所
明
地
魂
。

（
注
2
〕
旗
二
珂
藤
倉
綺
媒
詔
珂
発
会
C
一
九
七
七
・
ハ
U

に
歩
い
て
口
頭
洛
覆
。

〔
浅
3
）
　
こ
の
ほ
か
の
宋
頭
に
も
サ
く
け
い
る
の
ビ
乳
の
れ

事
。
甲
乙
ば
、
『
日
本
田
蒜
貰
桑
』
所
収
の
埼
顔
空
耳
り

吟
や
元
璃
細
工
巻
け
』
接
、
註
華
に
互
い
旗
潜
ま
も
っ
て

お
う
、
諾
胡
索
に
も
岸
根
璧
東
リ
体
の
漣
親
書
が
喝
轟
す

る
机
と
′
恩
め
れ
る
。

（
註
4
〕
薄
味
隆
郎
『
食
訳
文
康
と
浸
剤
塚
墳
』
（
芋
叉
壁

一
九
六
六
∵
　
二
　
）

（
声
∫
〕
元
素
「
高
山
肴
蘭
鋳
倉
吟
代
後
部
濱
琴
確
嶺
瑠
仏

濡
蓮
華
葛
L
 
C
鰯
倉
綺
代
藷
碑
窺
ユ
一
九
七
八
　
三
U

に
￥
の
希
え
音
節
刻
し
た
。

（
譲
や
〕
『
大
日
本
仏
教
全
葛
』
六
讃
領
社
一
九
七
三
〕

画
壇
1
ノ
　
に
よ
る
。

（
迂
7
J
　
『
大
串
本
仏
教
全
書
』
簡
明
。
な
お
、
尾
上
餐
梓

「
中
古
夷
台
に
黍
け
る
翠
肴
所
」
（
印
夜
琴
布
教
孝
所
先

8

1

．

1

　

一

九

六

〇

一

一

〕

珂

「

繍

喪

に

あ

け

る

中

古

天

着

「

六

台

－

金

環

文

庫

の

壕

刹

愛

甲

陪

ゾ

ー

守

る

壇

那

淀

に

つ

い

て

ー

十

L

〔

上

〕

C

下

〕

（

金

沃

東

嶺

固

発

一

〇

〇

一

九

、

六

画

．

由

、

一

〇

一

珂

！

ゑ

〕

「

珂

東

の

天

台

索

瑚

貴

所

－

埜

革

箪

希

再

生

中

疋

立

し

て

！

L

C

会

旗

末

座

癖

愛

〓

バ

七

一

九

七

〇

！

三

、

「

六

八

＋

間

・

誓

〓

＝

九

回

′

ゑ

）

な

ど

に

よ

る

と

、

各

地

に

談

着

弾

が

あ

フ

て

、

款

束

が

盛

ん

に

番

わ

れ

た

よ

り

て

、

あ

る

が

、

そ

朗

ら

の

痢

号

に

つ

い

て

は

瀬

香

寺

易

ニ

ー

と

が

出

来

て

い

ぼ

〓

。

．

・

ゲ

く

ど

石

、

叡

山

丈

庫

の

盾

孝

平

に

桑

ヨ

預

る

債

鬼

東

リ

椿

の

ヰ

義

孝

が

局

番

と

わ

い

か

挙

り

小

の

璃

直

立

必

⊥

÷

－

・

．

・

√

（

去

訝

）

小

林

孝

喝

「

中

山

・

望

嘗

サ

本

三

教

婚

婦

法

の

矢

車

と

搾

駕

L

C

甲

束

牽

頚

だ

・

田

谷

餅

一

九

年

六

・

二

「

吾

l
こ

よ

る

。

（

珪

甲

）

註

1

義

承

。

〔

謹

柏

〕

尊

者

未

見

。

阿

部

穣

一

1

薪

に

晃

出

ご

離

．

た

る

魂

倉

掛

本

長

命

瑠

「

性

質

凛

絡

注

し

（

賓

を

鼻

梁

大

学

回

書

郎

薗

威

す

二

九

妄

妄

「

ハ

〕

参

照

。

C

連

日

U

英

田

露

皐

「

音

福

音

薗

蔚

壌

布

達

と

銀

倉

時

代

の

文

展

軍

容

に

つ

：

J

「

－

前

景

志

蒜

∵

～

」

〔

瀞

遭

え

凄

論

漫

青

′

＋

「

九

六

五

「

一

〇

〕

も

げ

お

、

こ

の

書

に

つ

い

て

は

、

小

猫

環

境

『

平

牽

朗

積

寒

の

／

苧

環

文

集



と
三
′
靖
牢
研
牽
』
．
（
′
▼
革
末
書
ノ
琴
　
「
九
六
五
・
一
一
〇
〕
出

口
孝
雄
『
平
尊
卑
日
本
璃
文
学
史
の
研
窄
』
・
C
明
治
昔
咤

「
郭
五
二
几
∵
九
＋
∴
「
九
ナ
二
　
三
〕
小
林
番
規
「
や
せ

拝
夜
名
文
の
訂
譜
史
的
研
究
」
（
充
鼻
木
琴
卑
孝
郎
軍
単

糖
番
考
3
一
九
↑
二
　
三
〕
凍
田
畦
「
国
語
史
判
と
し

て
の
壊
凝
着
耳
対
審
布
達
正
嘉
元
年
蕃
写
本
L
 
C
藤
倉
晴

代
肇
碕
鬼
1
一
九
七
八
　
三
〕
釆
闇
隆
・
脇
間
教
育
天

啓
由
睾
叉
碕
虎
会
「
濱
禰
ネ
寮
新
魂
布
達
蟹
博
引
H
1

本
呆
鹿
・
由
主
語
索
引
患
十
ト
L
 
C
同
前
2
一
九
†
空

耳
こ
皐
照
。

（
蓬
喀
）
会
議
丈
毎
に
は
多
く
勿
蕨
や
乗
り
註
凝
尊
が
括
存

す
る
の
で
は
癌
い
が
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
粛
者
の
訝
宜

が
不
本
怠
け
が
ら
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
酒
と
す
る
。

柑
お
、
縛
塔
峰
郎
可
金
淡
さ
席
の
準
筒
賀
的
研
危
』
　
（
舌

叫
弘
真
備
　
一
九
六
二
．
・
「
こ
参
照
。

（
逮
1
3
〕
朝
須
寒
色
夜
鍋
羨
縄
（
繊
三
一
　
三
健
X
額
三
手

○
凌
、
原
本
は
縄
二
四
二
一
壌
X
頑
一
旦
、
∵
且
健
が
）
。

外
超
「
甲
本
紹
融
解
」
。
葱
尾
壕
紙
に
「
牽
素
や
本
邦
邑

東
抒
警
三
　
萩
野
魂
氏
所
蔵
／
昭
和
十
年
十
二
月
影
峯

了
」
。
全
二
〇
丁
。
率
曹
長
薯
「
南
都
神
常
葱
の
且
木
組

研
究
L
 
C
賓
客
暁
凝
環
一
九
二
六
・
四
）
、
中
射
尤
「

申
せ
に
墳
け
る
日
本
着
縄
の
析
魔
」
　
（
『
本
邦
史
学
史
論

儀
』
上
、
貰
山
彦
一
九
三
九
去
y
　
『
古
文
書
香
忽

銃
者
峯
副
再
審
寒
』
（
大
食
頗
碑
文
船
荷
先
所
　
「
九
四

三
ノ
セ
）
参
照
。
な
お
、
西
田
論
丈
に
よ
る
と
、
賓
綾
碗

文
庫
碑
の
『
鋼
管
も
甘
る
書
（
色
麻
鹿
蝉
締
句
l
紹
史
暴
凛

亀
』
寡
2
7
番
（
畢
浪
謬
礪
所
一
九
〇
二
一
二
〕
所
望

は
二
品
『
日
本
籍
亀
け
』
に
勝
て
埠
孝
に
当
る
号
の
ジ
ー

い
、
ハ
ノ
。

〔
譲
終
）
壌
者
木
見
。
鍋
島
偉
大
「
金
穴
末
席
賛
淘
細
分
・

正
環
経
線
力
布
L
〔
金
猪
東
嶺
珂
変
3
一
九
五
五
・
七
〕

璃
靖
「
席
哀
夫
養
老
詩
編
桑
」
（
金
諸
∵
文
庫
荷
変
紹
承
2

一
九
六
四
・
一
一
）
　
に
よ
ヱ
笠

（
語
）
阿
部
竺
「
　
墾
師
承
霊
草
霊
廟
濱
考
」

（
金
沃
女
牽
研
、
罷
り
－
沌
・
＝
一
九
六
三
一
二
）
。

な
毒
、
こ
の
昔
に
つ
り
て
は
、
亀
井
蓉
ぼ
が
締
『
日
本
語

の
歴
史
』
4
（
平
凡
社
　
一
九
六
留
・
七
〕
参
照
。

（
注
は
）
　
阿
部
耀
一
『
金
氷
束
庫
の
璃
薦
』
（
金
沃
丈
疎

一
九
七
二
・
五
）
澄
、
「
嘲
音
頭
は
議
師
の
琴
希
事
変
の

原
季
」
と
了
＿
す
る
。

C
注
げ
）
孝
薗
未
乳
む
全
域
女
鹿
巌
の
紙
焼
き
誓
言
よ
る
。

升
萄
「
貴
守
護
珊
巻
上
」
。
頭
の
演
者
あ
り
。

重
湯
八
年
讐
盲
十
九
日
句
碑
寺
了
／
卒
下
総
警
醒
躇

良
木
禽
郊
／
巷
穣
之
了
孝
師
路
卑
廿
三
才
／
乾
誓
（
詭

五
亡



坤
）
（
達
は
〕
亀
子
彰
一
「
、
コ
コ
ロ
工
ヤ
ス
カ
ラ
ム
ト
テ
シ
j

レ
セ
ル

十
リ
ー
『
噌
嬉
野
東
食
』
に
お
け
る
達
哉
の
オ
諸
エ
ー

十
㌧
や
十
九
七
七
十
言
一
二
彿
倉
時
代
諸
所
免
合
口
頭

を
灸
び
ち
か
に
′
・
芸
者
警
票
ノ
．
了
可
搬
鶴
大
圏
経
聖
斬

唱
の
本
文
に
譲
？
た
。
・
様
方
、
金
子
喋
の
御
教
示
に
∵
d
る

．
ど
∵
凝
鷺
に
は
梅
島
畢
1
連
の
書
入
れ
が
多
／
＼
茂
み
寸
る

と
い
、
つ
。

C
環
′
団
〕
『
蕨
曝
九
蘭
経
．
』
、
斬
喝
の
束
、
式
に
よ
っ
た
。

C
耳
豊
、
義
正
法
眼
単
相
』
『
醸
網
経
略
抄
』
に
つ
い
て
は

頭
の
諭
丈
卒
参
照
。

裾
木
趨
雄
正
法
眼
乗
移
の
研
免
確
琴
尭
詩
一
九
二

八
一
二
、
二
「
、
一
五
一
九
・
二
、
三
、
将

埠
革
屯
隆
正
靖
残
席
妙
の
畔
丑
と
そ
の
波
布
覇
沃
大

・
尊
仏
教
蜜
都
南
疲
姦
壷
蒜
「
二
ふ
豊
ェ
聖
二
ニ

贅
岩
鼻
卑
f
l
義
正
講
鴫
墳
妙
隼
に
つ
。
て
ー
錆
に
そ
の

村
立
隼
宿
す
尋
画
萄
東
に
▼
つ
い
て
ー
京
摩
研
究
6

一
九
六
町
・
．
関

宮
義
軍
ヱ
樹
海
と
耳
行
に
．
1

）
て
ー
句
境
網
経
路
ぎ

碕
窺
森
岳
「
I
主
＋
珂
前

東
穣
烏
「
運
送
喝
蘭
坤
」
の
耳
立
に
喝
す
る
「
秀
頼
1

－
採
草
思
懲
史
研
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